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はじめに

　女子美術大学に於ける「刺繍」教育は、大学創立時より行
われており、現在国内の大学の専門課程で刺繍を学べる唯
一の教育課程で、一般には「女子美刺繍」として認識されて
いる1）。教育開始の時点での教員は海外の博覧会で入選を
していた鶴田直子であったが、1916（大正5）年より卒業生
である松岡冬が担ってきた2） 3）。大学創立110年を記念し
て出版された書籍をきっかけに2014（平成26）年に松岡家
より多くの資料が寄贈された。寄贈品には、松岡の手による
試作、中国刺繍のコレクション、学生の描いた下絵、参考
資料など多岐にわたる資料が含まれていた。本報告では、
これらの資料を体系的に整理し、学科カリキュラムと実物
資料を通して本学の刺繍教育に関する授業内容を振り返
り、当時の松岡の教育活動の軌跡を明らかにしていきたい。

1.  松岡冬 

　松岡冬（1878～ 1971〔明治11～昭和46〕年）の父、松
岡勇記は大阪の適塾で福沢諭吉と同級であり、蘭学、西洋
医学を学んだ医師であった。松岡は、軍医であった夫を早
くに亡くし、27歳で私立女子美術学校刺繍選科普通科に入
学した。1907（明治40）年に同科を卒業、翌年刺繍科選科
高等科に進学、1910（明治43）年に同科を卒業した。1916
（大正5）年1月、恩師鶴田直子の退職に伴って母校に奉職、

1963（昭和38）年春まで長年にわたり女子美の刺繍教育を
守り育てた。1934（昭和9）年には日本刺繍普及会を設立し
ており、日本刺繍の普及と教育の分野において活躍した教
育者であった4）。

2.  刺繍教育

　明治維新以降、刺繍を含む染織品は国外への輸出用美術
工芸品として、国内においては軍服や女性の服飾の装飾と
して需要が増加したため、刺繍という技芸は女子の職業と
して重視されるようになった5）。

　江戸時代には上流階級や裕福な家庭の女子は読書、習字、
短歌などと共に刺繍を技芸として学んでいた。また、一般
の女子は読み書きを寺子屋に学び、刺繍などの技芸はお裁
縫やお針屋の師匠から教えられていた6） 7）。
　学校教育における刺繍の教授は、1870（明治3年）に築地
居留地のプロテスタント系のミッションスクールＡ六番女学
校や横浜のミス・キダーの学校（現、フェリス女学院）での欧
風刺繍教授が始まりと考えられる8）。1872（明治5）年の「学
制」により、我が国の近代教育制度は初めて整備され9）、同
年、日本で最初の官営女子学校、東京女学校、開拓女学校、
新英学校及女紅場が開設された10）。東京女学校、開拓女学
校では手芸が教授されており、京都府が英国人イーヴァンス
夫妻を雇い開設した新英学校及女紅場では、小学校の裁縫及
び諸礼科の教師や各地の女紅場の教師が養成された11）。女
紅場で教育さた刺繍は「繍箔」という箔置きと刺繍を共に行
う日本刺繍であった。1882（明治15）年には東京女子師範
学校附属高等学校が設置され、裁縫学科第五年で「服紗、縫
箔、押絵等」（原文ママ）が教授された12）。当時、高等教育
機関で裁縫刺繍等の職業教育を実施した学校は、1881（明
治14）年創立の和洋裁縫伝習所（現、東京家政大学）、1886
（明治19）年創立の共立女子職業学校（現、共立女子学園）、

1899（明治32）年創立の実践女学校（現、実践女子学園）、
1908（明治41）年創立の大妻技芸伝習所（現、大妻学院）が
あげられる13）。
　このような時代背景の中で女子美術大学の刺繍教育で
は、本学の設立目的である、「女子に美術の門戸を開いて自
活の道を取得させ、社会的な位置を高めるとともに、女子師
範学校や、その他の各種女学校の美術教師を養成する事」を
土台に技術の習得を目的としていた。1917（大正6）年の私
立女子美術学校、刺繍科高等師範科のカリキュラムを見る
と、当時貿易の主流であった絵画的な刺繍を研究し、画図で
は毛筆画、鉛筆画、用器画や染色理論、刺繍実習の授業を
設けて、当時の工人が分業で行っていた下絵制作から刺繍
までを1人で行える人材を育成していたことがわかる14）

（表1）。
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3.  寄贈資料の概要と分類

　2014年、松岡家から本学に寄贈された資料は、総数
1269点で学生の課題作品の秀作をはじめ卒業制作の下図
や写真も含まれていた。その全容を把握するために大きく
11の項目で分類した結果、実物資料だけでなく教材である
型紙や下図、写真など教育活動の実態を裏付ける資料が多
く確認された（表2）。

　資料は、刺繍が施された刺繍資料と下図や書籍などの紙
資料に大別され、刺繍資料は風景色紙、バッグ、刺繍蒐集
品、試作などの作品が、紙資料には型紙、下図、教材、参
考図案、画像等であった。以下それぞれの分類を特徴的な
資料を例に解説を行う。

3.1  刺繍色紙

　寄贈作品には68点の刺繍で描かれた風景の色紙が含ま
れていた。本学工芸研究室には女子美術短期大学刺繍研究
室当時から所蔵している刺繍で描かれた風景の色紙が383
点存在する。この色紙は、第三学年実技「縫方種類　水彩画
油彩画」の授業課題で、学生が近郊にスケッチに赴き刺繍
を行ったものである。作品の端に学生氏名、卒業年度が記
されており作品によっては場所も明記されていた。これら
は、当時あまり記録されることのなかった市井の風景の歴
史的資料としても着目され、2016（平成28）に北区飛鳥山
博物館企画展「糸と光と風景と─刺繍を通してみる近代─」
にて135点公開された。また、戦前は韓国からの留学生が
多く、その学生たちの作品も含まれていることから、2017
（平成29）年～ 2018（平成30）年には韓国の国立現代美術
館にて開催された「新女性の到着」展で19点の展示を行っ
ている。
　松岡家から寄贈された刺繍色紙68点の内、年号が記載さ
れたものが56点あり、1907（明治40）年から1929（昭和4）
年の記載があった。松岡が教員に就任したのが1917（大正
6）年であることからこれらの資料には、松岡の教え子の作
品だけでなく研究室に伝わっていたものが含まれると推測
される。色紙はいずれも和紙で裏打ちされ緞子地で縁貼り
し、30～ 34cm角のボ－ル紙を台紙にして仕立てられてい
た。大正9年の銘のある作品が蛇腹状に連結されていたこ
とから当初は年度ごとに綴られていたと推測される。研究
室所蔵の色紙は画面全てが刺繍による風景作品が多くを占
めていたが、本資料は鳥もモチーフにした作品が多く、風景
は場所の明記はなく背景まで刺繍しているものはなかった
（図1，2）。

3.2  バッグ

　バッグ29点の内訳は、和装用の抱えバッグが13点、木製
の取手付きバッグが12点、ファスナー付きポ－チと手つき
バッグがそれぞれ2点であった。大きさは12～ 16×20～
24cm、台裂は手つきバッグがウ－ル素材、それ以外は絹

学科 第一学年 第二学年 第三学年

修身 道徳の要領
（1）

道徳の要領
（1）

倫理学説
（1）

実技

各種縫方
（花鳥）
（18）

各種縫方
（花鳥・山水・
果実・人物）
（18）

各種縫方
（花鳥・山水・
果実・人物・
動物）

紋縫
各種縫方

（水彩画・油画）
（18）

造花 / 編物 /
嚢物

（一科目選択）
実習（6） 実習（6） 実習（6）

画図

毛筆画
鉛筆画
用器画
（6）

毛筆画
鉛筆画
用器画
（6）

毛筆画
鉛筆画
用器画
（6）

染色法
理論及び
実習
（1）

理論及び
実習
（1）

理論及び
実習
（1）

教育
心理及び
教育の大要
（2）

教育学原理
・教育史
（2）

教授法・管理法
・実地授業
（2）

国語 講読・作文
（2）

講読・作文
（2）

講読・作文
（2）

計 36 36 36

※（　　）内の数字は各学科の毎週の時間数

表 1　大正6年  私立女子美術学校  刺繍科高等師範科カリキュラム

No. 分類項目 点数 備考 記号

1 刺繍色紙 68 学生作品 M

2 バッグ 29 参考作品 B

3 刺繍蒐集品 12 中国刺繍 C

4 試作・見本 128 参考作品、試し刺し T

5 作品 4 松岡による作品 W

6 型紙 323 教材 K

7 下図 224 墨書下図、彩色下図 D

8 文字資料 77 教材、新聞、書籍 P

9 参考図案 70 市販資料 S

10 画像 309 プリント写真 G

11 その他 25 教材、道具、材料 A

総数 1269

表 2　松岡家寄贈資料の概要

活動報告—「女子美刺繍」研究（大﨑綾子）
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地、金糸や銀糸を使用したものもで、これらは後述する「文
字資料」に分類されている『日本刺繍手引書』の扉や、「刺繍
の栞」に参考作品として掲載されている15） 16）。手引書や、
栞に記された説明文章から、色彩の変化を付けることによ
り同じ図案でも若向きにもなることや、生地と図案を見て
糸の太さを決定すること、戦時下を意識して傷んでしまっ

た帯地の再利用法としてバッグ制作を提案している。
　また、図案は日本の伝統的なモチーフだけでなく欧風刺
繍の図案を取り入れた草花、文様、更に西洋画のような表
現方法も含まれ使用する年代を広げるために様々な図案を
提案していたことがうかがえる（図3，4）

3.3  刺繍蒐集品

　刺繍蒐集品は中国刺繍12点で、中国刺繍の特徴である画
面を埋めつくす刺繍が含まれる。図案は白い紙製で切り絵
の様に黒い台紙に獅子や人物など35点貼り付けられてい
る。「刺繍の栞」46、47号によれば松岡は1942（昭和17）年
12月末～ 1943（昭和18）年1月末、文部省の推薦で大東亜
省嘱託を任命され他大学の工作や日本画、音楽等の教師6
人で北京へ教科書編纂のために出張した。これらコレクシ
ョンはその際に参考資料として古物を入手したものである。
　「刺繍の栞」には、松岡が北京で紫禁城や孔子廟を見学し
中国独特の色彩（赤緑黄藍）の美しさや壮大な建築物に感嘆
した様子が報告されている。北京の女学校や女子職業学校
を参観した折には、「北京の女学校で教示されているのはフ
ランス刺繍が主であり、職業学校では伝統的な刺繍が行わ
れているものの綺麗なだけで何となく堅い感じの刺繍であ
った」と感想を記している17）。以下松岡が「刺繍の栞」46号
に記述した中国刺繍の特徴を抜粋して示す。

　中国で刺繍は「綉花（シュウホウ）」と呼ばれ、骨とう品屋
や古着屋で昔の「綉花」に触れその色彩の美しさに言及して
いる。図5は「納沙（ナアシャ）」という粗い紗の経糸緯糸に
色糸を絡めてある手のかかった刺繍である。図6は「三藍綉
（サンラアシュウ）」という藍の濃淡3～ 4種類で平繍を重ね
ていき立体感を出した刺繍。図7「打子兒（ターズル）」は丸
を作る日本刺繍の相良繍と同じ方法で、相良繍のように糸
を固く結ぶのではなく、糸を緩やかに結んで繍いあげたも
のである。図8は「花樣子（ホウヤンズ）」という刺繍の下図
用に紙を切り抜いたもので、この型紙を台裂に糊で貼り付
けその上を細い絹糸で繍い埋めていく。図案は花鳥、人物、
動物、文字等様々な種類があり四角いものは枕の両側に付
けるもので、三角の物は纏足に刺繍する図案である。型紙
に併せて、その上から刺繍をすれば大きく失敗することは
ないので、効率の良い刺繍方法である。

左　図 3　抱えバッグ《折り鶴と手毬》B－28　22× 12cm
右　図 4　木製取手付きバッグ《花模様》B－17　22× 14cm

図 2　刺繍色紙《湖畔》M－27　32.4× 31cm

図 1　刺繍色紙《野鳥》M－30　31.8× 30.2cm














